
















	 広島大学における「教職実践演習」は，平成 25 年度の実施から３年度が経過し，平成





















































第 10 回 授業実践例１ 
第 11 回 授業実践例２ 
第 12 回 指導案の改善１ 
第 13 回 指導案の改善２ 
第 14 回 規準８（教師としてのあり方）に関するフォローアップおよび抽出ポートフ
ォリオの作成（３）「教育観」の下書き 
































































	 	 講義・演習等で作成したレポート等	 	 指導案	 	 実習等での授業記録・教材等 




















































































べていきたい。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図１：「教職課程センター」訪問時の様子 
（２）慶應義塾大学における教員養成の現状と「教職課程センター」の位置 




















育実習」時には約 100～120 名程度となるという。これは 1,000 件を超える教員免許取得単
位を提供している早稲田大学や広島大学とは，最終的に単位認定をする学生数という意味
では大きく事情が異なっている（広島大学：幼稚園教諭 92 名，小学校教諭 215 名，中学




















































































	 「教職ログブック」の開発は，2006～2007 年度の「慶應義塾大学 文部科学省教員養成
GP プロジェクト」の取り組みの一環として，「ASAHI ネット」との共同によって実施され



























して web 上でやりとりすることは（近年では他の SNS ツールを利用することが多いとのこ
とであったが），多学部・多専攻からなる教職課程履修学生の集団にとっては重要な学びの
契機になるとのことであった。 







	 「教職実践演習」は，「教育実習事前指導」と同じように 10 名程度の少人数で，「教職課
程センター」の専任教員のみで教室運営がされている。かつての「総合演習」を前身とし
ながら，各教員によって提供されている「教職実践演習」は，例えば 2016 年度では「教師
に向き合える教師になるために」（佐久間亜紀），「教育実践を読み解く」（藤本和久）など
が開講されている（慶應義塾大学編『平成 28 年度教職勝ち得センター講義要項』参照）。
学生はこれを参照しながら第１～４希望までを提出し，これに基づいてセンターの教員が
教室構成の調整を行う。10 名という少人数規模での運営と，非常勤講師には依存しないと
いう点に，「教職課程センター」が最終的な全学における教員養成の責務を担っている側面
を垣間見ることができた。ただし，各科目につき１～２名のゲストティーチャーを呼ぶ予
算は確保されているため，ほとんどの「教職実践演習」ではゲストティーチャーによる授
業あるいはフィールドワーク等が実施されているとのことであった。 
（吉田成章＊・間瀬茂夫・草原和博） 
 
２．慶應義塾大学における教員養成の取り組みから見た広島大学の課題 
	 「研究大学」における教員養成という文脈は共有していながら，慶應義塾大学には教育
学部が設置されていないため，大学における教育学部の置かれた位置と役割という課題意
識は共有することはできない。しかしながらそれでも，慶應義塾大学での取り組みは次の
点で，広島大学における教師教育の取り組みに対して示唆的であると思われる。 
	 第一に，教職課程を提供することでどのような教育学的意義を発信していくか，という
点である。慶應義塾大学は「学部の自治」を前提とした「開放制」のもとで教員養成を提
供しており，実際の就職状況に鑑みても，高等師範学校・師範学校の系譜を持つ広島大学
とは大きく文脈が異なっている。だからこそ慶應義塾大学では，卒業後すぐに教職に就く
わけではない学生が教職課程を履修することに大きな意味を見いだしている。「教育」とは
何かを学んでもらうことで，教職以外の進路選択をとったとしても広く間接的に教育学（研
究）の意義を社会に発信していくことに意味があると捉えているのである。したがって，
それぞれの学部で専攻する学問に傾倒する学生から見た「教育」・「教職課程」の意義や魅
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力の捉え直しが重要となる。このことは広島大学の文脈で言えば，「広大教員養成スタンダ
ード」にどのような教師教育の理念や教職課程を主として提供する教育学部・教育学研究
科の社会的意義をどのように発信していくかと関わっている。特に，「広大教員養成スタン
ダード」が全体としてどのような教師像を描いているのか，また学生がどのような教員に
なろうとしているのかという視点から，その意味を検証する時期にきているのではないだ
ろうか。 
	 第二に，学部間の学生同士の交流をどのように積極的に意味づけるか，という点である。
慶應義塾大学には教育学部は存在しないため，「教育学部と他学部」という構図にはそもそ
もなりえない。そのため，それぞれの専門を有する各学部の学生同士が教職課程の履修に
伴って生起する交流は，主専攻の学修と並行して重要視されることになる。それを媒介す
るものが「教職ログブック」であった。広島大学では，「e ポートフォリオ」の運用は教師
と学生間に限定されており，学生同士の交流は運用上想定されていない。他方で，それぞ
れの講義・演習・実習では，各学部の学生同士の交流は特に中学校・高等学校の国語・社
会（地理歴史・公民）・数学・理科・外国語・情報などでは実際には活発になされている。
しかしながら，初等・中等間の教職科目の交流や，教職に関する科目における教科種を越
えた交流などは限定的である。慶應義塾大学とは異なってほぼすべての免許種を網羅して
いる広島大学では，それぞれの免許種間を横断した学生の交流の意義という視点から，教
師教育・教員養成の取り組みの意義を見直していく必要もあるのではないだろうか。 
	 最後に第三に，卒業生ネットワークのもつ意義を学術的にも教育的にもどのように意味
づけていくか，という点である。慶應義塾大学の卒業生ネットワークの構築はまだ歴史は
浅く，教職への就職率という意味でも広島大学ほど体系的ではない。それでも，教員免許
更新講習や「公開研究会」の実施および「教職ログブック」と連動する形で，「顔」が見え
てお互いに声を掛けられる距離感で卒業生ネットワークが構築されてきているといえる。
他方で広島大学では，各教科・専攻・ゼミ単位での卒業生ネットワークが体系的かつ継続
的に構築されてきているという強みがある。広島大学の卒業生ネットワークのもつ意味を
学術的な側面からも検証していくとともに，他大学や他専攻の卒業生ネットワークを組織
するハブとしての役割を構想していくことも必要であるかもしれない。 
（吉田成章＊・間瀬茂夫・草原和博） 
 
Ⅳ	 研究の成果と今後の課題	
①「教職実践演習」において，「抽出ポートフォリオ」および「教育観」を作成させること
で，８つの規準ごとに分断されがちな教師としての資質・能力について，学生自身が統合
的にとらえることができた。「教職実践演習」という授業の学習目標も明確になった。 
②教職課程の履修を通して，学生がどのように成長し，最終的に教育観や教師観を形成す
るのかということについて，大学教員側がとらえられる手がかりとなった。 
③慶應義塾大学教職課程センターの取り組みや重視している教育内容から，改めて広島大
学の特徴や課題と，今後の教師教育のあり方を検討する観点が得ることができた。 
④教員免許ポートフォリオ・システムの検討は継続的な検討課題となったが，次期システ
ムに求める機能における優先事項が明確になった。現行システムの改修も行った。 
（間瀬茂夫＊・竹下俊治） 
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